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第 33 回調査研究発表会

１． 公 開 日 

（公開期間） 

令和３年１１月１２日（金）14 時（公開予定） 

（2 週間程度） 

２． 場  所 公益社団法人日本自動車輸送技術協会 ホームページ 

イベントページ http://www.ataj.or.jp/research/jata_events.html

３． 開会挨拶 

公益財団法人 日本自動車輸送技術協会 会長 久米 正一 

４． 講   演（敬称略） 

（１）最近の自動車技術行政について

国土交通省自動車局 審査･リコール課長 是則 武志 

（２）デジタル式運行記録計等の使用実態調査結果について

機器調査専門委員会 委員長 
（日本通運株式会社 業務部 次長） 兼八 淳 

（３）クラウドデジタコの新たな活用について

株式会社トランストロン 
  情報サービス事業推進部 部長 倉地 晶 

http://www.ataj.or.jp/research/jata_events.html#event-1


第３３回調査研究発表会に係わる講演テーマの概要 

・テーマ名 ： （１）最近の自動車技術行政について

・講 演 者  ： 是則
これのり

武志
た け し

 氏 （国土交通省自動車局） 

・概   要  ：  最近の自動車技術行政テーマ①カーボンニュートラル②今後の車両安全対策③

自動運転④ＡＳＶ推進計画⑤大型車の車輪脱落⑥大雪による立ち往生対策⑦自動

車の高度化に伴う安全確保のあり方検討会について紹介する 

・テーマ名 ： （２）デジタル式運行記録計等の使用実態調査結果について

・講 演 者  ： 兼八
けんはち

 淳
じゅん

 氏 （日本通運株式会社） 

・概   要  ：  日本自動車輸送技術協会に設置している機器調査専門委員会による、デジタル

式運行記録計等の使用実態調査結果について紹介する。 

・テーマ名 ： （３）クラウドデジタコの新たな活用について

・講 演 者  ： 倉地
く ら ち

晶
あきら

氏 （株式会社トランストロン） 

・概   要  ： クラウドデジタコの新たな活用テーマ①はじめに②クラウドデジタコのシステ

ム全体イメージ③デジタルタコグラフの利用価値の変遷④これから必要とされる

デジタコの活用について⑤２つの時間管理への活用⑥取得したデジタコデータの

活用⑦更なる管理工数、経費削減への活用⑧これからのデジタコデータの活用⑨

クラウドデジタコのラインナップ⑩新しいクラウドデジタコの新たな活用につい

て紹介する。 



講 演（１） 

最近の自動車技術行政について 

国土交通省自動車局 

審査・リコール課長 

是則 武志 氏 
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講 演（２） 

 

デジタル式運行記録計等の使用実態 

調査結果について 

 

 

 

 

 

機器調査専門委員会 委員長 

（日本通運株式会社 業務部） 

次長 

兼八 淳 氏 
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講 演（３） 

 

クラウドデジタコの新たな活用について 

 

 

 

 

 

株式会社トランストロン 

情報サービス事業推進部 

部長 

倉地 晶 氏 

 




















